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03.作業経過

私たちは準備学習や現地調査
を行い、実際に９通りの案を模型
にして、現地にて関係者や地域の
方々、リスナーの方々に披露しま
した。また、その際に気に入った
案に投票をしてもらい、255票も
の票を集めました。この投票で一
位になった案の代表がcross　FM
さんの放送するラジオ番組に出演
し、展示会場に来ていなかった方
々にも私たちの活動を周知しても
らいました。
　この投票から、地域の方々は菜
園としての機能だけでなく、人と
のコミュニケーションや癒しを求
めていることがわかりました。そ
れを踏まえて、二度の現地調査と
cross fmさんとの打ち合わせを行
い、現状を維持しなければならな
いことから、案を練り直すことに
しました。
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04. 最終プラン
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 1本のシンボルツリーに向かってスロープを上がっていきます。スロープを上りきると会員用のスペースが広がって
います。少し重たいものを運べるように階段ではなくスロープを設置しました。会員用スペースのプランターは完全
個別で自分専用のプランターで好みのものを育てたりと自分に合った農作業ができます。
 会員スペースを抜けるとイベントスペースが広がっているというプランです。イベントスペースには、プランター
が中心に集められ、イベント参加者がコミュニケーションを取りながら楽しく農作業ができるスペースです。また、
雨天などで植物がやられないための対策としてプランターにテントを設置して、雨天にそなえています。さらに奥に
進むと、フリースペースがあります。このスペースでは、ちょっとした休憩やお話をすることができ、さらには、イ
ベント説明を行う場所になっています。

 左の図は屋上菜園の入り口のイメー
ジパースです。
　見て分かるようにウッドデッキを
前面に張り、下にある雑草はそのま
まになっており伸び放題になってい
ます。ウッドデッキを張ることで日
の当たらない部分はやがて枯れ、日
の当たる部分は成長し続けます。環
境にあまり危害を加えずに屋上菜園
を
　菜園の手入れに必要な道具などを
運ぶのに階段であると運びにくくな
ります。その問題を解決するために
階段ではなくパースの中心に見える
ようなスロープを設けました。この
スロープの先にはシンボルツリーが
ありそのシンボルツリーに向かって
上がっていきます。そして、このス
ロープの勾配は緩やかな勾配になっ
ています。これは、重たい荷物を運
ぶ人に対して、足腰の悪い人々に対
して安心して利用してもらえるため
です。
　また、手前に見えるプランターは
自分の好きな植物や野菜を好きなだ
け栽培できる自分専用のプランター
になっています。スロープは他の人
が栽培した植物などを見渡しながら
上ることができ、地域の方々とコミ
ュニケーションをとる際の話題にも
なると思います。
　この屋上菜園を通してこのパース
のようにたくさんの地域の方々が楽
しみながら安心して利用できるよう
な憩いの場になってくれればよいな
と思っています。
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